
  

 

 

１）日  時  令和３年２月１０日（水） ８時４５分～１３時３０分 

２）訓練場所  藻琴山周辺区域 

３）参加機関  大空消防署/東藻琴消防団スノーモービル隊/陸上自衛隊美幌駐屯地第１０１特科大隊 

        網走地区消防組合消防本部及び網走消防署/斜里地区消防組合小清水分署・清里分署 

  
 本訓練は、冬季山岳救助に関する知識・技術の習得及び冬期間における藻琴山の地理・
地形を把握し、傷病者に対する応急処置及び搬送方法の習得、更には各関係機関との連
携強化を目的として訓練を実施しました。 
 訓練には、藻琴山の一部を管轄する大空消防署、東藻琴消防団スノーモービル隊をは
じめ、網走消防署、斜里地区消防組合小清水分署・清里分署及び大空町を警備隊区とす
る陸上自衛隊美幌駐屯地第１０１特科大隊の６機関総勢８２名が参加しました。 
 藻琴山山頂にてスキー滑走中の男性２名が雪崩に巻き込まれ、１名は負傷し自力歩行
不能、もう１名は行方不明であり広範囲の捜索が必要のため陸上自衛隊美幌駐屯地第１
０１特科大隊に応援要請し、合同で検索救助活動を行う想定で訓練を実施しました。 
 訓練はＡ・Ｂの２つのルートを設定し、Ａルートは大空消防署救助隊及び東藻琴消防
団スノーモービル隊、Ｂルートは大空消防署救助隊、網走消防署救助隊、斜里地区消防
組合小清水分署隊・清里分署隊及び陸上自衛隊美幌駐屯地１０１特科大隊に分かれて活
動を実施しました。 
 新型コロナウイルス感染防止のため多数の行事が中止となっている状況の中、本訓練
は各関係機関が感染防止対策を充分に行い実施することができました。本訓練を通じ隊
員相互の連携が図られ、円滑に訓練を実施することができました。 
  
 

 
 
 


